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大マゼラン雲 (LMC) のHI リッジ領域では、2つの速度成分のガス衝突による大質量星形成が、その中間の速
度成分をもつガスの存在から明らかとなった。さらに、これら 2つの速度成分のうち、片方の速度成分は小マゼ
ラン雲 (SMC) から流入した低金属量のガスだと示唆されている (Fukui et al. 2017)。このような SMCからの流
入ガスと LMCのガスの衝突を明らかにするには、金属量の指標となるダスト/ガス比に加え、ダストやガスの 3
次元構造を調べることが重要となる。
そこで我々は、IRSF による LMCのサーベイ観測データを用いた減光 (AV ) の測定から、ダストの 3次元構造

を求める新たな手法を開発した。この手法では、各空間ビン (5′ × 5′) における個々の星のAV の分布をもとに、
視線方向に沿ったダスト (AV ) の 3次元構造を評価する。この新たな手法をHI リッジ領域 (2◦ × 4◦) に適用し、
3次元AV マップを作成した。このマップと、HIとCO の観測から求めた全水素柱密度N(H) マップを、3つの
速度成分ごとに比較した。そして、3次元AV とN(H) の空間分布を利用したフィッティングにより、それぞれ
の速度成分のガス 3次元構造と、AV /N(H)を成分分離して求めた。その結果、大質量星形成領域において、ガ
ス衝突が進行していることを示唆するガスの 3次元構造が得られた。さらに、ガス流入が示唆される速度成分の
AV /N(H)が、LMCの速度成分の値に比べ約 2倍低く、その値は天の川銀河の値の 1/5であった。本講演では、
この新しい手法について述べ、その結果をもとに LMCと SMCの銀河間相互作用による大規模ガス衝突について
議論する。


